
平成18年度

医局研究業績（学会・医局）
月日 学会名 演題名 発表者名

4.16

平成18年度日本
産科婦人科学会福
島地方部会春季学
術講演会

子宮がん施設検診の問題点 森村　豊、菅野　薫1、山田秀和2、佐藤　
章2(1:福島県保健衛生協会、2:福島医大)

4.20 郡山漢方研究会症
例検討会

認知症の周辺症状を改善する
抑肝散の証をさぐる～自験例
を通して～

渡邉睦弥

5.14 第71回日本消化
器内視鏡学会総会

Sporadic Colorectal Cancerの
疾患マーカーとしてのaberrant
crypt foci(ACF)

山下直行、櫻澤信行、大鳥和彦１、江角浩安
２、田尻　孝３(1:おおとり診療所、 2:国立がん
センター、 3:日本医大）

5.14 第71回日本消化
器内視鏡学会総会

(パネルディスカッション)手
術、ＥＳＤ症例からみた胃Ｓ
Ｍ１癌の適正治療

山下直行、櫻澤信行、田尻　孝１(1:日本医大)

5.23 DDW

A novel device, the
mucosal winder, is easier to
use and safer for the patients
during endscopic submucosal
dissec-tion.

N.Sakurazawa、N.Yamashita、K.Maezawa、
M.Endo、H.Sasaki、M.Inui、Y.Saito、
H.Iwanami、T.Tajiri

6.2 第46回日本呼吸
器学会学術講演会

非小細胞肺癌におけるイレッ
サ不応症例に対する後治療の
検討

山名一平、安藤真弘、北村和広、渥美健一郎、
工藤翔二１(1:日本医大)

6.3 第46回日本呼吸
器学会学術講演会

進展型小細胞癌、癌性胸膜炎
合併限局型小細胞肺癌に対す
るカルボプラチン＋エトポシ
ドと分割シスプラチン＋塩酸
イリノテカン交替化学療法の
第二相試験

北村和広、安藤真弘、小斉平聖治１、野呂林太
郎１、峯岸裕司１、奈良道哉１、岡野哲也１、
清家正博１、野村浩一郎２、弦間昭彦１、吉村
明修１、日野光紀３、工藤翔二１(1:日本医
大、 2:静岡医療センター、 3:日本医大千葉北総
病院）

6.9 第47回日本臨床
細胞学会総会

集検喀痰細胞診を契機に発見
された肺野部扁平上皮癌例に
ついて

二瓶憲俊、佐藤丈晴、神尾淳子、髙橋一弘、石
田　卓、森村　豊、村岡英夫

6.10 第47回日本臨床
細胞学会総会

子宮膣部細胞診に子宮内膜異
型細胞を認めた症例の検当

添田　周2、寅磐亮子1、伊藤眞理子1、渡辺尚
文2、小野次子1、藤森敬也2、髙橋一弘1、森
村　豊、山田秀和2、佐藤　章2(1:福島県保健衛
生協会、2:福島医大)

7.13
第61回日本消化
器外科学会定期学
術集会

早期胃癌患者は肺癌死のリス
クが胃癌死と同等である

吉田初雄1、山下直行、櫻澤信行、前澤勝美、渡
邉睦弥、田尻　孝2、湖山信篤3、岩波　洋(1:今
泉西病院、2:日本医大、3:北里研究所メディカル
センター病院)

7.13
第61回日本消化
器外科学会定期学
術集会

進行胃癌に対する術前化学療
法の適応

前澤勝美、山下直行、櫻澤信行、渡邉睦弥、田
尻　孝1(1:日本医大)

7.13
第61回日本消化
器外科学会定期学
術集会

進行胃癌におけるS-1単剤と輸
液療法室を利用した外来化学
療法の現状と問題点

藤田逸郎1、加藤俊二1、池田研吾1、山下直行、
奥田武志1、水谷　崇1、木山輝郎1、徳永　
昭1、田尻　孝1(1:日本医大)、

7.13
第61回日本消化
器外科学会定期学
術集会

十二指腸潰瘍穿孔の大網充填
後の治療

加藤俊二1、松倉則夫1、藤田逸郎1、高田英
志1、池田研吾1、山下直行、奥田武志1、水谷　
崇1、木山輝郎1、田尻　孝1、(1:日本医大)

7.13
第61回日本消化
器外科学会定期学
術集会

食道癌患者の血清dna中
のp53変異の同定

萩原信敏1、宮下正夫1、田尻　孝1、笹島耕
二1、野村　務1、牧野浩司1、二見良平1、高
橋　健1、赤城一郎1、Curtis Harris2(1:日本医
大、2:NCI,NIH)

7.14
第61回日本消化
器外科学会定期学
術集会

胃癌手術における迷走神経温
存の残胃環境、栄養状態の改
善

山下直行、加藤俊二1、前澤勝美1、渡邉睦弥、
吉田初雄2、湖山信篤3、木山輝郎1、宮下正
夫1、田尻　孝1、(1:日本医大、2:今泉西病
院、3:北里研究所メディカルセンター病院)

9.30 第63回日本癌学
会学術総会

胃癌手術における迷走神経温
存の残胃環境に対する効果

山下直行、加藤俊二1、櫻澤信行、萩原信敏、木
山輝郎1、宮下正夫1、田尻　孝1(1:日本医大)

10.1
平成18年日本臨
床細胞学会福島県
支部学術大会

子宮膣部細胞診に子宮内膜異
型細胞を認めた症例の検討

丹治由香里、寅磐亮子1、伊藤眞理子1、髙橋一
弘1、添田　周2、渡辺尚文2、小野次子1、藤森
敬也2、山田秀和2、佐藤　章2、森村　豊(1:福
島県保健衛生協会、2:福島医大)

10.1
平成18年日本臨
床細胞学会福島県
支部学術大会

スライドセミナー「婦人科」
出題 森村　豊

10.11 DDW-Japan2006
扁平上皮癌併存の印環細胞癌
の再発(縦郭,髄膜）に集学的治
療の効果があった胃癌の1例

山下直行、櫻澤信行、前澤勝美、吉田初雄2、湖
山信篤3、加藤俊二1、木山輝郎1、安藤真弘、齋
藤行世、和知栄子、田尻　孝1(1:日本医大、2:今
泉西病院、3:北里研究所メディカルセンター病



院)

10.13

DDW-
Japan2006第72回
日本消化器内視鏡
学会総会

噴門側胃切除後の残胃癌の検
討

山下直行、櫻澤信行、前澤勝美、齋藤行世、加
藤俊二1、木山輝郎1、田尻　孝1(1:日本医大)

10.19 第44回日本癌治
療学会総会

上部(U限局）胃癌に対する噴
門側切除を主とした適正治
療-診断と治療(ESD,胃切除範
囲,神経温存,再建)の注意点-

山下直行、櫻澤信行、加藤俊二1、吉田初雄2、
湖山信篤3、前澤勝美、渡邉睦弥、井上達哉、岩
波　洋、齋藤行世、木山輝郎1、宮下正夫1、田
尻　孝1(1:日本医大、2:今泉西病院、3:北里研究
所メディカルセンター病院)

11.9 第68回日本臨床
外科学会総会

進行胃癌に対する術前化学療
法の適応

山下直行、櫻澤信行、萩原信敏、渡邉睦弥、井
上達哉、岩波　洋、加藤俊二1、木山輝郎1、宮
下正夫1、田尻　孝1(1:日本医大)

11.10 第68回日本臨床
外科学会総会

胃癌手術における迷走神経温
存は噴門切除で有効である

山下直行、加藤俊二1、櫻澤信行、萩原信敏、渡
邉睦弥、井上達哉、岩波　洋、吉田初雄2、湖山
信篤3、木山輝郎1、宮下正夫1、田尻　孝1(1:日
本医大、2:今泉西病院、3:北里研究所メディカル
センター病院)

11.10
第45回日本臨床
細胞学会秋期大会
学術集会

子宮膣部細胞診において子宮
体内膜病変を推測しⅢ腺emと
判定した細胞像の検討

寅磐亮子1、丹治由佳理1、伊藤眞理子1、髙橋一
弘1、菅野　薫1、森村　豊、添田　周2、藤森敬
也2、山田秀和2、佐藤　章2(1:福島県保健衛生
協会、2:福島医大)

3.2 第79回日本胃癌
学会総会

進行胃癌に対するTS-
1+CDDPによる術前化学療法
の適応　－fStageⅣでの比較
－

山下直行、櫻澤信行、萩原信敏、岩波　洋、宮
下正夫1、加藤俊二1、木山輝郎1、田尻　
孝1(1:日本医大)

3.3 第79回日本胃癌
学会総会

(パネルディスカッション)胃癌
取扱い規約第13版に対する提
案ー一臨床医の疑問ー

山下直行、櫻澤信行、萩原信敏、岩波　洋、宮
下正夫1、加藤俊二1、木山輝郎1、田尻　
孝1(1:日本医大)

3.9 第43回日本腹部
救急医学会総会

術後管理に難渋した、骨盤腔
内便大量流出を認めた特発性
直腸穿孔の1例

萩原信敏、山下直行、櫻澤信行、宮下正夫1、田
尻　孝1(1:日本医大)

論文
月日 雑誌名 題名 著者名

4. Fukushima Journalof Medical
ScienceVol.52 No.1

Gastrointestinal
stromal tumor
mimicking
gynecologi-cal
disease

Y. Morimura、N. Yamashita、N.
Koyama、T. Takayama、K. Fujimori、A.
Sato

5. International Journal
of Gynecologic CancerVol.16:52-56

Paclitaxel-
platinum
combina-tion
chemotherapy
for advan-ced or
recurrent
ovarian clear cell
adenocartinoma:
a multicenter trial

H.Utsunomiya、J.Akahira、S.Tanno、
T.Moriya、M.Toyoshima、H.Niikura、K.Ito、
Y.Morimura、Y.Watanabe、N.Yaegashi

12.5 Progress
of Digestive EndoscopyVol.69　No.2

多発癌様の内視
鏡像を呈した胃
癌の1例

萩原信敏、宮下正夫1、山田智彦2、野村　
務1、牧野浩司1、髙橋　健1、赤城一郎1、
加藤俊二1、木山輝郎1、奥田武志1、藤田逸
郎1、山下精彦1、山下直行、櫻澤信行、田
尻　孝1(1:日本医大、2:厚生クリニック)

2.15 手術Vol.61　No.2

噴門側胃切除に
おける迷走神経
温存胃前壁漿膜
筋層縦切開噴門
形成術

山下直行、田尻　孝1、吉田初雄2、湖山信
篤3、櫻澤信行1、加藤俊二1(1:日本医
大、2:今泉西病院、3:北里研究所メディカル
センター病院）

3. 日本がん検診診断学会
誌Vol.14　No.2

子宮がん検診の
隔年化に伴う受
診状況の変遷

森村　豊、菅野　薫1、佐藤　章1(1:福島医
大)

(看護部)学会
月日 学会名 演題名 発表者名

9.1 第37回日本看護学会
－成人看護Ⅱ－

外来化学療法を受ける患者の倦怠感による日常生活へ
の影響と対処行動の実態 有賀　昭子

10.7 第10回東北緩和医療
研究会(宮城大会） 病棟行事をチームで作り上げることの意義 塩田　剛士、富田ま

ち子、戸室真理子

11.9 平成18年度福島県看 終末期の持続鎮静が一週間以上にわたった患者家族の 戸室真理子



護学会 気持ちの分析

3.9 平成18年度第13回郡
山支部看護研究会

死後のケアへの家族参加に対する看護師の意識調査－
家族参加の声かけの現状と関連因子－

佐藤トシエ、小針か
おり、円谷三喜子

(看護部)講演
月日 演題名 主催 対象者 開催地 担当

5.10 「家族看護学Ⅳ」 福島県立医科 看護学生 福島市 清水千世

6.3 (ターミナルケア論)患者・家族
への援助

大学看護学部第2回
十和田緩和ケアセミ
ナー

医師・薬
剤師
看護師・
その他
および介
護従事者

十和田
市 清水千世

6.10

ホスピス・緩和ケア－どう理
解しケアするか－
～ボランティアに期待される
役割～

(財)日本ホスピス緩
和ケア研究振興財団
日本ボランティア協
会

医師・薬
剤師
看護師
一般市民

岩手県 清水千世

7.11 平成18年度大学模擬授業 福島県立磐城桜が丘
高等学校 高校生 いわき

市
清水千世、市川久美
子

8.10 「末期医療に求められるスピ
リチュアルについて」 福島県教育委員会

小・中・
高
初任者教
員
(35名)

郡山市 清水千世

8.19 終末期患者への心理的援助方
法を学ぶ 福島赤十字病院 全職員 福島市 清水千世

8.25 小論文特別講演会 福島県立郡山東高等
学校 高校生 郡山市 清水千世

8.30 「ホスピス・緩和ケアの実践
とそのこころ」

医療法人社団白美会
白根大通病院

病院職員
看護学生
看護師・
一般市民

新潟市 清水千世

9.6 ターミナルケア 福島県立会津若松看
護専門学院 看護学生 会津若

松市 石田正子

9.18 心理的援助(第3回緩和ケア研修
会) 福島市医師会

医師・看
護師
ケアマ
ネ・行政
職(40名）

福島市 清水千世

9.21
南会津学術セミナー緩和医療
に対する看護師の
立場から

県立南会津病院
ヤンセンファーマ
（株）
協和発酵工業（株）

医療従事
者(25-
30名)

田島町 清水千世

9.21

成人看護方法Ⅴ
10/5.10/12.11/16.11/30
12/7.12/14.12/21
1/11.2/5.2/14.2/21
（終末期の看護30時間
(90分・12施設見学・テスト）
テストの日程は後日施設見学
10/1013:20～16:30分

福島病院附属看護学
校

看護学生
２学
年(38名)

須賀川
市

石田正子、清水千
世、富田まち子、奥
川孝子、市川久美
子、戸室真理子、樽
川栄子

10.6

進路相談会講演会死のシュミ
レーション生きていることの
素晴しさ・これからすべきこ
と

県立石川高等学校 高校生(1-
3年生) 石川町 清水千世

10.27 文化祭講演 磐城共立高等看護学
院 看護学生 いわき

市 清水千世

11.7
いのちの教室(思春期教室）
「生きるとは－医療現場から
の生と命」

相馬郡飯舘村役場保
健福祉課

中学3年
生(78名） 相馬市 清水千世

11.15
訪問看護ステーション医療機
関に勤務する看護師の相互研
修ホスピスケア」

福島県健康衛生領域
医療看護グループ 看護師 郡山市 清水千世

11.16

訪問看護ステーション医療機
関に勤務する看護師の相互研
修
「症状マネジメントⅡ～疼痛
以外の症状マネジメントとケ
ア」

福島県健康衛生領域
医療看護グループ 看護師 郡山市 市川久美子

11.24 「生きること・死ぬこと」 福島県立いわき光洋
高等学校

高校
生(2年 いわき

市 市川久美子



生）

11.25 「第9回山形県緩和ケアを考え
る会」

山形県緩和ケアを考
える会

看護師医
師 山形市 清水千世

12.10

第25回東北地区消化器内視鏡
技師研究会シンポジウムテー
マ
「内視鏡治療esdにおける内視
鏡技師の役割」シンポジスト

東北地区消化器内視
鏡技師研究会

内視鏡技
師看護師
医師

仙台市 佐藤利枝子

12.12 「緩和ケア」患者・家族の心
理的援助

福島県立医科大学医
学部

医学部学
生(4年生) 福島市 清水千世

2.12 心理的援助(第4回緩和ケア研修
会) 福島市医師会

医師・看
護師
ケアマ
ネ・行政
職

福島市 清水千世

2.16 県央PainRelief講演会
ヤンセンファーマ
（株）、協和発酵工
業（株）

医師・看
護師
ケアマ
ネ・行政
職
薬剤師

水戸市 清水千世

(看護部)論文
月日 雑誌名及び出版社 題名 著者及び共同研究者

(放射線技術部)学会
月日 学会名 演題名 発表者名

11.12 平成18年度放射線技師学術大
会

当院におけるＯＳＥＭの検
討

三村智道、濱端孝彦、熊田真幸、齋藤康
雄

(中央検査部)学会
月日 学会名 演題名 発表者名

5.28 第38回福島医学検査学会 ＮＳＴ導入のためのデ－タの検討より 渡部典子、秦　千恵、池下博
子、根本　浩、市川富美子

6.9
第47回日本臨床細胞学会総
会
Educational Case Study

子宮内膜腫瘍の一例
異型性ポリープ状子宮内膜平滑筋腫
atypical polypoid adenomyoma(APA)に
ついて

有我こずえ、根本浩、原田仁
稔、市川富美子、和知栄子、羽
生忠義

7.15
第43回日本臨床細胞学会東
北支部連合学術集会シンポ
ジウム

悪性と鑑別が難しい乳腺良性疾患の細
胞像（線維腺腫） 原田仁稔

10.1
平成18年度日本臨床細胞学
会福島県支部総会並びに学
術大会

悪性と鑑別が難しい線維腺腫の細胞像
原田仁稔、有我こずえ、根本
浩、市川富美子、和知栄子、坪
井栄孝

坪井永保理事学会発表
月日 学会名 演題名 発表者名

4.18 足立サンソ友の
会

慢性呼吸不全と呼吸器感染症「新型インフルエ
ンザについて最近の話題」
～呼吸器疾患をお持ちの方へ～

坪井永保

6.1～3
第46回日本呼吸
器学会学術講演
会

特発性間質性肺炎患者に対するトレッドミル定
速歩行試験の妥当性に関する検討

坪井永保、吾妻安太良、工藤
翔二　他

6.1～3
第46回日本呼吸
器学会学術講演
会

キーパッドカンファレンス7 呼吸リハビリテー
ション 坪井永保

6.1～3
第46回日本呼吸
器学会学術講演
会

第３回呼吸ケアカンファレンス患者指導基礎
コース日常診療における患者の運動指導 坪井永保

5.19～24
ATS 2006
International
Conference

Application and Validation of Constant Speed
Treadmill Walking Test in Patients with
Idiopathic Pulmonary Fibrosis

E.Tsuboi、M.Kato、H.Nomura
et al

6.15 第7回福
井COPD研究会 COPD治療と呼吸リハビリ運動療法のポイント 坪井永保

7.28
第16回日本呼吸
管理学会学術集 在宅酸素療法１ 坪井永保



会

9.30
第10回三浦半島
在宅呼吸ケア懇
話会

在宅酸素療法ー最新の話題ー 坪井永保

1.11 虎の門病院分院 "虎の門病院分院呼吸器講演会" "「呼吸リハビ
リテーション～そのエビデンスと効果～」" 坪井永保

3. 9 会津中央病院 会津中央病院講演会「COPDの診断とエビデン
スに基づく治療戦略」 坪井永保

坪井永保理事著書・分担執筆
月日 雑誌名及び出版社 題名 著者及び共同研究者

”38(1):27～30,2006” 臨床呼吸生理
運動療法を含む呼吸リハビリテーション
を行ったCOPD症例のBODE indexに関
する検討

坪井永保、宮本　
篤、高谷久史 他

11.1 在宅酸素療法改訂
第2版 克誠堂出版

Ⅱ.在宅酸素療法の準備と実施「治療効
果と評価」 坪井永保

11.1
在宅酸素療法改
訂?第2版 克誠堂出
版

Ⅲ.各疾患における在宅酸素療法の実際
「1.肺結核後遺症」 坪井永保

”27(1):149～153.2007” Modern Physician 呼吸リハビリテーションにおける運動療
法 坪井永保

2.15
呼吸器疾患最新の治
療2007－2009、南
江堂

呼吸器疾患の治療手技「肺理学療法」 坪井永保

◎以上、平成18年度学会発表や論文発表を計93回行った。
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